
令和元年度 教育事業（指導者等養成研修事業） 

教員免許状更新講習（１１年目） 

 

１ 事業概要 

 

       

 

 １ 事業実施までの経緯 

 

 

 

 

 

２ 事業の目的（ねらい） 

地域の自然環境を生かした「生活科」、「理科」、防災や環境をテーマにした「総合的な学習の

時間」を指導するための必要な知識・技能を身に付ける。また、自然体験活動の指導技術を身に付

け、体験活動の重要性について体感すると共に、学級づくりに役立つ体験学習を活用した指導法に

ついて学ぶ。 

 

３ 企画のポイント 

子どもたちの社会性や豊かな人間性を育むためには、発達段階に応じた体験活動の充実を図る必

要がある。そのためには、小・中学校に勤務する教員自らの体験を豊かにするとともに、体験活動

に関する基礎的な知識や技能を身に付けることが求められる。当所での実施は１１年目となり、実

施にあたっては、「実際に体験する」「指導方法を学ぶ」という両面に留意し、活動プログラムを

企画・立案した。一昨年度から受講時間を１２時間から１８時間に変更したことで、選択領域の全

てを本講座で履修できるようにしている。 

 

４ 主   催 独立行政法人国立青少年教育振興機構 国立大洲青少年交流の家 

 

５ 期   日  令和元年８月２６日（月）～２８日（水） 

 

６ 場   所 国立大洲青少年交流の家（肱川カヌー場付近の河原を含む） 

 

７ 対   象  小・中学校教諭（養護教諭・栄養教諭は除く）（募集人数 先着４０名） 

 

８ 参 加 者  小・中学校教諭・講師 ２１名 

 

９ 講   師  佐野  栄 氏（愛媛大学教育学部 教授） 

向  平和 氏（愛媛大学教育学部 准教授） 

          中島 弘二  氏（愛媛県教育委員事務局社会教育課担当係長･社会教育主事） 

小学校及び中学校の教諭を対象に、２泊３日の講習を実施し

た。１日目はレクリエーションの実習、体験活動の意義に関す

る講義を行った。午後は肱川でのカヌー研修を行った。２日目

は肱川河原の岩石や水生生物を教材とした地学及び生物の実習

、講義を行った。３日目は野外炊飯の後、学校教育の現状と課

題について講義を行った。学校現場での学級経営や、教科指導

に生かすことのできる体験活動の知識や指導技術を学ぶことが

出来た。 



          井上   靖  氏（八幡浜市教育委員会 教育長） 

          国立大洲青少年交流の家 企画指導専門職 
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１１ 活動内容  

  【１日目】 

 「体験活動の指導法Ⅰ」 

講師：国立大洲青少年交流の家職員 

   学級づくりに役立つ体験活動の指導方法について学んだ。 

「子どもたちにおける体験活動の意義」 

講師：中島 弘二 氏 

「子どもの心をはぐくむ体験活動」と題した講義が行われ、無人島体験事業の体験談を通して、体験活動の

必要性と教育的意義について学んだ。 

 「カヌー研修指導の実際」 

講師：国立大洲青少年交流の家職員 

カヌー研修を行い、児童・生徒の視点で体験活動の指導方法や配慮事項について学んだ。 

 

【２日目】 

「河原で観察」「地学分野」「生物分野」 

講師：佐野 栄 氏、向 平和 氏 

午前中は、大洲大橋下の河原で、岩石及び水生生物に 



関する実習を行った。参加者は、河原の石から石灰岩を見分ける活動を通して、岩石の種類について学

んだ。 

また、肱川の水生生物を採取し、午後の活動に備えた。 

午後は、地学分野と生物分野に関する講義が行われた。地学分野は、「川原の石から大地のつくりを探

る」と題した講義が行われ、肱川流域の地質分布や大地の成り立ちについて学んだ。生物分野は、水生

生物による環境調査の方法について学び、学校現場での理科学習や環境教育に生かすことのできる講義

となった。 

 

  【３日目】 

「体験活動の指導法Ⅱ」 

講師：国立大洲青少年交流の家職員 

野外炊飯場でリスクマネジメントについての実習とカレー作りを   

行った。安全管理の方法や事故発生時の対応について理解した。 

 「学校教育の現状と課題」 

  講師：井上 靖 氏 

午後は、学校教育の現状と課題、教育者としてのあり方について、講師の体験談が語られた。参

加者が、自身の取組を見つめ直すよい機会となった。 

 

１２ 参加者の声 

   参加者の事後アンケート結果を以下に示す。 

     ＊満足：８６％        ＊やや満足：１４％     ＊やや不満：0.0％      ＊不満：0.0％ 

◯ 学校の現場に役立つ内容がたくさんあり、とても勉強になりました。 

◯ 体験活動が多く他の講習では出来ないことができた。 

◯ 県内の他の地域の先生方と情報交換が図ることが出来て良かったです。 

 

１３ 事業の成果 

今年度は「宿泊」のみの募集で事業を行った。事業の満足度も高く、参加者のニーズに沿った活動

ができ、評価されたと捉えている。体験活動を講習の柱とした本事業のスタイルを、今後も継続してい

きたいと思う。 

 

１４ 事業の課題 

肱川河川敷で実施したカヌー研修、岩石及び水生生物に関する実習は、自然の中での体験中心の

活動で天候等の影響を受けやすい。事業のねらいを踏まえた講習内容や代替プログラムの準備はし

てあるものの実施した経験がなく試験的に実施してみる必要性を感じている。今年度まで積み重ね

てきたスタイルを継承し、よりよい事業となるよう改良を重ねていきたい。 

（担当：企画指導専門職 谷村 昌章） 


